
第30回 日本母乳哺育学会・学術集会 
『母乳育児推進のためのマインドを涵養する』 
 
会 期：平成27年10月3日（土）・4日（日） 
会 場：連合会館 東京都千代田区神田駿河台3-2-11 

会 長：清水 俊明 順天堂大学小児科 
学術集会HP：http://bonyu30.umin.jp 

日本母乳哺育学会 勉強会 

プログラム 
9：05       勉強会 開会のご挨拶 

9：05～9：35  基調講演 「いま「卒乳・断乳」がおかれている現状」   
                                       本郷 寛子 氏  

9：35～10：40  シンポジウム 

   1、「自然人類学から見た卒乳・断乳」 
                     京都大学大学院理学研究科 蔦谷 匠 氏  

   2、「妊娠中の授乳と流産」  

                  石井第一産科婦人科クリニック 石井 廣重 氏   
   3、「う蝕と卒乳」             昭和大学歯学部小児成育歯科学講座 

                                                           客員教授 井上 美津子 氏  

   4、「卒乳・断乳―現場での実際―」 みやした助産院 宮下 美代子 氏       
10：50～11：45 総合討論 

テーマ：「卒乳・断乳 ―現状を理解し誤解を解く―」 
日 時：2015年10月3日（土） 9：05～11：45 

場 所：連合会館  

第30回日本母乳哺育学会・学術集会の1日目に行います。 
参加費は学術集会の参加費に準じます。 

 最近の学会誌、育児雑誌・インターネットでは卒乳という言葉を多く見聞きする
ようになってきました。一方、その情報の多様さに、母親たちは翻弄されているの
も事実です。 
 そこで今回の、「卒乳・断乳」をテーマにとりあげました。まず基調講演で、様
々な定義や考え方、母親が「卒乳・断乳」を考える理由についてなどの総論をお話
しいただきます。シンポジウムで、その母乳をやめる理由となりうる事項について
科学的根拠に基づく情報を提供して頂き、その後、開業助産師より母親たちのニー
ズをより深く理解する機会を、更に、生物学的な視点からの卒乳の時期に関して専
門家からご紹介いただきます。 
 勉強会を通して「卒乳・断乳」に関する現状を知り、それらにまつわる誤解を解
き、そして、一組一組の母子の個別性に沿ったより適切な支援について、シンポジ
ウム形式で、みなさまとご一緒に考える場、議論を深められれば幸いです。 


